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保有山林（神奈川県湯河原町、箱根町） 

891.05ha（内、人工林216.24ha） 

神奈川県で林業をしている会社です。 

神奈川県湯河原に約900haの山林を保有しています。
湯河原町の面積の約15％を占めています。 
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標高1,011メートル。湯河原町と箱根町にまたがる箱根大観山。 

山の真ん中を箱根ターンパイクが走っており、頂上からは、富士山全体と
芦ノ湖、箱根の山並みが見えます。 

神奈川県においては象徴的な山の一つです。 
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箱根大観山 

湯河原側には、伊豆大島まで遠望できます。 



4 
山林の中を箱根ターンパイクが通っています。 
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昭和30年代、東急電鉄が箱根ターンパイクを
建設する際に取得した山林です。 

間伐等、手入れがされておらず、生育の悪い
木が目立ちます。 
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「搬出間伐」をしています。 
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間伐とは？ 
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30％ 

間伐 
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山に伐り捨てられている間伐材。 
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間伐材を搬出するために。（作業道系） 



１本4,000円のために。 
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間伐材を搬出するためには？ 

伐
り
方 
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間伐のあるべき姿？ 
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A材、B材。それ以外。（ごく、簡単に言うと） 

A材 
（柱材や板材がとれる、まっすぐで、きれいな木） 

B材 
（糊でくっつけて作る“集成材”のパーツがとれる木） 

・・・これら以外が、パルプ材やバイオマス材。 



A材・B材 低質材 

A材、B材。それ以外。（ごく、簡単に言うと） 

チップにして・・・ 
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市原グリーン電力 

●発電出力：49,900kw 

●発電効率：36％ 

●蒸気温度：541℃ 

●燃料使用量30万トン/年 
  900トン/日(4,500m3） 
  →建廃チップ（20wt%）換算 
●循環流動層ボイラー＋蒸気タービン 

三井造船（株）（約70％） 
鹿島建設（株）（約15％） 
三井物産（株）（約15％） 

市原グリーン電力（2008年営業運転開始） 
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なぜ、バイオマス発電？ 

●木で、エネルギーを賄っている限り、地球のCO２は増えない。 

●間伐を捨てちゃうと、分解されて、せっかく吸収されたCO２が放出。 
●木をエネルギーで使った分、化石エネルギー使用量は減る。 
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我が国のCO2削減対策の大部分を「森林」が担っています。 

●間伐をして、木を太らせて、CO２を吸収させる。 

●間伐材をエネルギー利用し、その分、化石燃料の使用を減らすと、 

  もっと、CO2を減らせる。 



「天然林」はCO2を増やしも減らしもしない。 
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「間伐材発電」には、高い単価が設定されました。 

固定価格買取制度（FIT） 
2012/7/1 
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輸入材の増加とともに、我が国の林業は衰退しました。 



23 

木材価格は大きく下落しました。 
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林産物の出荷額。 なんと、“キノコ”と一緒です。 
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林家の多くは、林業経営を拡大する意志がありません。 
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したがって、森林資源は増え続けています。 



神奈川県内で増え続ける森林資源量 
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神奈川県の水源環境保全税に基づく補助金 
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神奈川県における木材生産量 

11,778,000m3÷20,000m3／年＝589年 



神奈川県の水源環境保全税 

●約890円／年（納税者１人あたり） 
●約39億円／年 

（890円で、神奈川県の森林・林業は、再生に向けて動きはじめている） 



神奈川県の水源環境保全税が目指す森林 
（神奈川県に限らず） 

●林業をやる（＝スギ・ヒノキなどの人工林）をやるなら、ちゃんとやれ！ 
●ちゃんとやらないなら、とっとと伐っちまって、手のかからない、天然林に戻せ！ 
            （最悪なのは、手入れをしていない人工林！） 



最悪なのは、手入れをしていない「人工林」 



＜Google Photo＞ 

千葉は「ジャングル」 



千葉の「ジャングル」 
（大多喜町の某山林） 



溝腐病 

サンブスギの溝腐病   （山武市で撮影） 



溝腐病が千葉県の林業を壊滅状態に。 

●サンブスギ林の面積 

  7,734.7ha 

   （県のスギ林面積の17.8％） 
  →山武地域では、44.8％が“サンブスギ” 
 

●県内の約4,000ヘクタールのサンブスギ林 

  は溝腐病が発生。 

溝腐病 



健全なサンブスギの林 

区     分 特       徴 

繁殖方法  挿し木による（発根性が良い） 

成   長  早生型 

材の性質  通直，完満であり，断面は正円に近い 

材   色  淡紅色で美しい 

枝の性質  細く枯れ上がりが早く自然落枝しやすい 

樹冠の形状  樹冠（クローネ）の幅が狭い 

針葉の形  先端が鋭く握ると痛い 

花粉症対策  雄花（花粉）をほとんど着けない 

病虫害抵抗性 
 赤枯病にかかりにくい 
 スギカミキリの被害を受けにくい 
 スギ非赤枯性溝腐病に弱い 

気象害抵抗性  冠雪害、風害に弱い 
建材として最高！ 



千葉県における素材生産（平成26年度） 

約65,000m3 

（このうち、多くは“林業”ではなく“開発伐採”によるもの）  



千葉県の森林面積の推移 

25年間で10,000ヘクタール減少 

（10,000ha×200m3÷25年＝80,000m3）  



千葉県における素材生産（平成26年度） 

21,093,000m3／51,000m3/年（人工林）＝413年 

（こんなに植えたのだから、もっと伐らないと！）  





江戸時代は 

ハゲ山だらけ 




